
 

理事会議事録 
作成日 令和 5年 12 月 13日 

作成者 加藤 

 

会議名 さいたま市シニアユニバーシティ北浦和校協議会 理事会 (令和 5年度 第 8回) 

日 時 令和 5年 12 月 13日 午後 1時 30分～午後 3 時 10分 

場 所 浦和ふれあい館 第 2会議室 

出席者 

(所属校友会) 

※敬称略 

寺内(6)、藤枝(8)、本間(8)、池田(10)、竹原(11)、瀧澤(13)、松尾(13)、加賀見(14) 

石井(14)、庄子(16)、内藤(16)、伊藤(17)、小嶋(17)、天野(18)、中島(18)、大島(18)  

尾形(19)、森川(19)、加藤(19)、荻野(21)、鈴木(21)、以上 21名 

 

決定事項・課題等（順不同） 

1. 会長挨拶 

・演芸会(11/20)、ボウリング大会(12/11)の事業遂行に対する労いの言葉があった。 

2. 前回理事会議事録確認 

・その他欄の忘年会開始時間の誤表記を「16:00頃」と訂正する。 

3. 令和 5年度事業計画進捗確認 

(1)演芸会実施報告 

①実施報告概要－別添資料 b、c参照 

・費用面では、予算比▲￥1,929 の￥58,071(会長賞景品代￥3,000 を除く)であった。 

 ・来場者数(受付簿)は、前年比▲18人の 180 名 

 ・初めての抽選会実施では、14 点の景品出品があり、全体評価も概ね良好であった。 

②反省と課題 

 ・集客力アップに告知チラシの活用、新企画の採用等を試みたが、結果としては昨年と殆ど変わらず。

来場者数のアップを図るには団体参加のプログラムを増やすことが近道となるのでは、との意見。 

 ・運営経費の面から、備品の借用については午前・午後の時間帯別単価で計算されるため、高額な物品 

(ピアノ)を使用する場合で演目が午前・午後に跨るときには、プログラム上でどちらかに片寄せする 

ことで費用の圧縮を図ることが出来るかも？ 

 ・今回初めて採り入れたお楽しみ抽選会では、最後まで残った人の割合が例年より多く、事前の口コミ 

など一定の効果があったように思われた。来場者の評価も上々で、今後も継続することで一致。 

ただ、景品の収集では他の人から出品したかったとの声も聞こえ、事前準備が必要ではとの指摘。 

 ・告知チラシでは開催時間が記載されていなかった。また、責任者及び連絡先を明記すべきとの意見。 

 ・プログラム構成の順番、時間配分を工夫すべきとの意見。フラメンコの取り扱いでは、演技終了後に 

帰る人が多くいたとの指摘があった。また、カラオケ等の、所謂個人参加については、所属校友会が 

異なる場合でも、纏めて一つの演目とすることで演目数の枠を増やすことが出来るとの意見。 

 ・会場確保では、来期も同様に浦和会場を第一候補として、役員総出で浦和と武蔵浦和コミセンの二股 

で確保を目指すこととする。 

次項へ 

【略語説明】「北協」：北浦和校協議会、「北浦和〇期」：北協傘下の各校友会 

「連合会」：さいたま市シニアユニバーシティ校友会連合会、 

 



前項より 

(2)その他事業報告 

①ボウリング大会(12/11)結果報告 

 ・昨年比 5名増えた総勢 36名で実施。参加費￥1,200を徴収、また早期予約が功を奏し、利用料金が 

安く済み、全員に賞品を提供できた。今回よりハンデ戦を導入、次回以降の参考として行く方針。 

②新春北協公開講座(1/12) 

 ・希望者については、校友会ごとに纏めて 12/31迄に竹原理事宛、所定書式でメール送信のこと 

③麻雀大会(1/31) 

 ・既に定員枠 24名に達しており、次回理事会にて参加費￥1,500を徴収する。 

④歌謡漫談(3/26) 

 ・募集要項は次回理事会にて発表の予定。 

4．連合会について 

(1)連合会への要望書、その後について －各期の意見ヒヤリング－ 

 ・連合会議事録の回覧では、論点のすり替えというか真摯に向き合う姿勢が見られず、過去の総括や 

理事会開催という当協会側の要望に対しても何ら答えていない。 

 ・18 期からは、いきなり退会という手法によらなくても、一時休会するという方法もあるのでは、との 

意見。オブザーバーとして会議に参加することで連合会の情報収集も可能となる。 

 ・19 期では、基本的に北協の意見・方針に従うとしたが、退会した場合のデメリットを事前に確認して 

  おく必要があるとの意見。 

・デメリットに関して、シニアユニバーシティ事務局に確認した限りでは、退会した場合でも協議会 

としての活動をさいたま市は認めるとのこと。また、当然のことながら連合会主催の行事には参加 

出来ないが、さいたま市の公共施設を従来通り使用することには何ら支障がないとの回答。 

 ・総じて連合会からの退会も已むなし、という意見に収斂した。次回常任理事会では、北協側の総意 

  として伝え、連合会側の出方を見極めることとした。 

(2)連合会連絡事項 

①文化祭(3/19~/22、於埼玉会館)の予定と北協関係について 

 ・芸能発表会(3/21)の応募状況については、2 期から計４組の出場申込みがあった。 

 ・作品展(3/19~/22)には 8名からの出展応募があった。 

②シニアユニバーシティ説明会(1/16) 

 ・出席者の人選依頼があった。資料については連合会より事務局に届ける。 

③女性部会(1/16) 

 ・各協議会より女性 2 名を派遣することになっているが、今回は、18，19期より新しい人に出て貰う。 

5．次年度の北浦和協議会の運営について 

①次年度理事会スケジュール－別添、2024年度理事会予定表(案)参照 

 ・25年 2月 12 日の第 2 水曜日は休日に当たるが、原則通り開催するものとし、他は原案通り。 

②次年度役員の改選について 

 ・1年ごとの輪番制という原則に基づき、24 年度は 18期にお願いしたい。 

以上 

資 料 

a.「令和 5 年度 12 月 北浦和校協議会 理事会 議題」 

b.「演芸会の費用について」、「補助金分配」 

c.「北協第 10 回演芸会参加受付実績」、「演芸会抽選景品一覧」

d.「2024 年度理事会予定表」 

次回予定 令和 6 年 1 月 10 日(水) 

 


